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かれて 70 年余りが経った延宝 4（1676）年。越前
国坂井郡野中村（現福井県坂井市三国町野中）は、
盗人騒ぎに揺れていた。福井大学附属図書館に所蔵





　それによれば、現在の暦では 10 月 22 日にあたる
































































































































るとしている。しかも、延宝 8年 8 月には銀 20 匁






（1732 年）・天明飢饉（1781 ～ 89 年）・天保飢饉（1833








延宝 4（1676）年 9月 7日　相渡シ申一札（野中村仁蔵・善吉詫状）（№ 4192）
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宝 3年 11 月 19 日、仁蔵と善吉は前年の年貢未納分
である 1石 9升 7合 7夕と、延宝 3年の年貢納入の
ために 2人の所持地を抵当に入れて銀 85 匁を、村
の富裕者であった小島家から借用している（4352・
4418）。さらに同日、延宝 3年 12 月から翌年 11 月
までの間、1 ヶ月に 25 日ずつ小島家に「御奉公」













































延宝 8（1680）年閏 8月 28日　夜番立申究之事（№ 4688）
